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議
案
第
5
号

　

こ
の
条
例
は
、
日
常
生
活
を

一
定
期
間
体
験
し
て
頂
く
こ
と

で
、
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ

る
空
き
家
等
へ
の
利
活
用
を
図

り
、
塩
谷
町
へ
の
人
口
流
入
を

促
進
し
、
移
住
・
定
住
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す

る
も
の
で
す
。

（
可
否
同

数
の
た
め
、

議
長
賛
成

で
可
決
）

追
加
議
案
第
2
号

一　

契
約
の
目
的　

旧
玉
生
中

学
校
校
舎
等
解
体
除
却
工

事

二　

契
約
の
方
法　

指
名
競
争

平成30年　　月定例会議案一覧9

入
札

三　

契
約
金
額　

1
億
8
0
0

万
円

　
　

（
内
消
費
税
相
当
額
8
0

0
万
円
）

四　

契
約
の
相
手
方

　
　

塩
谷
町
船
生
三
四
三
四
―
四

　
　

船
生
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

斎
藤　

祐
一

モデルハウス

議
案
第　

号
18

　

新
教
育
委
員
会
制
度
二
期
目

の
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

少
子
化
、
情
報
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
急
激
な
教
育
環
境
の

変
化
の
中
で
、
塩
谷
町
の
子
供

た
ち
に
は
善
悪
の
判
断
を
き
ち

ん
と
し
て
行
動
し
、
不
条
理
な

こ
と
に
は
抗
い
、
多
様
な
価
値

観
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
寛
容
な
心
を
持
っ
た
有
為
な

社
会
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校
を
は

じ
め
、
家
庭
、
地
域
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

塩
谷
町
教
育
長

   
伴  
瀬 　
 
良  
朗 

ば
ん 

せ 

よ
し 

ろ
う

塩
谷
町
教
育
長
の
任
命

専决第　号　平成30年度塩谷町一般会計補正予算（第　号）について4 2議案第　号1

塩谷町教育長の給料の特例に関する条例の制定について議案第　号2

塩谷町健康づくり推進条例の制定について議案第　号3

塩谷町民の歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について議案第　号4

塩谷町移住体験施設の設置、管理及び使用料条例の制定について議案第　号5

平成29年度塩谷町一般会計歳入歳出決算及び各特別会計の認定について（　～　ページ参照）3 4
議案第　号～6

議案第10号  

平成29年度塩谷町水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について議案第11号

平成30年度塩谷町一般会計及び各特別会計補正予算について
議案第12号～
議案第17号　

塩谷町教育長の任命につき同意を求めることについて議案第18号

平成29年度健全化判断比率及び資金不足比率について報告第　号1

東海第二原発の稼動延長を認めない意見書の提出について（11ページ参照）追加発議第　号1

患者負担を増やさないことを求める意見書の提出について（　　　〃　　　）追加発議第　号2

財産の取得について追加議案第　号1

平成30年度旧玉生中学校校舎等解体除去工事請負契約の締結について追加議案第　号2

町長の給料の減額に関する条例の制定について追加議案第　号3

塩
谷
町
移
住
体
験
施
設
の

設
置
、
管
理
及
び
使
用
料

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

表
紙
紹
介

表
紙
紹
介

表
紙
紹
介

　

昨
今
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
に
よ
り
、
町
内
で

の
キ
ャ
ン
プ
が
こ
の
夏
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

澄
ん
だ
空
気
と
き
れ
い

な
空
、
星
空
の
も
と
、
大

勢
で
の
キ
ャ
ン
プ
。
家
族

だ
け
で
の
キ
ャ
ン
プ
。
仲

間
と
の
キ
ャ
ン
プ
。

　

形
態
は
様
々
で
す
が
、

ひ
と
夏
の
思
い
出
を
塩
谷

町
に
求
め
た
お
客
様
、
皆

さ
ん
満
足
し
て
帰
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　

塩
谷
町
で
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ラ
イ
フ
を
、
よ
り
満
喫

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

撮
影
者

塩
谷
町

　

匿
名
希
望

平
成　

年
度
旧
玉
生
中
学
校

30

校
舎
等
解
体
除
却
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

注

目

議

案
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3億1千5百33万円の黒字3億1千5百33万円の黒字

平成29年度一般会計・特別会計・水道事業会計決算平成29年度一般会計・特別会計・水道事業会計決算平成29年度一般会計・特別会計・水道事業会計決算

実質
収支

　　月議会で、平成29年度一般会計及び特別会計並びに水道事業会計の　会計の決算認定議案9 6

が承認されました。歳入総額から歳出総額及び繰越財源額を差し引いた実質収支額は、一般会計

が　億　千　百29万円、特別会計が　億　千　百　万円で、合わせて　億　千　百33万円の黒1 6 8 1 4 7 4 3 1 5

字決算でした。

　水道事業会計の収益的収支は本来水道料金で賄うべきですが、不足するため一般会計からの補

助金7419万円を受け入れています。また、資本的収支については、船生配水管布設替工事や田

所下排水管布設工事等を行っていますが、収入が不足するため企業債及び損益勘定留保資金等で

補てんしています。

●各会計の決算状況

実質収支額繰越財源額歳出総額歳入総額会計名

168,29793,9014,853,3995,115,597一般会計

147,0403,028,2773,175,317特別会計

101,6521,650,4811,752,133国民健康保険

内　

訳

43,2681,240,8491,284,117介護保険

6683,8944,562介護サービス

1,452133,053134,505後期高齢者医療

－142,794673,103530,309水道事業会計

12,805314,384327,189収益的収支内
訳 －155,599358,719203,120資本的収支

（単位：千円）

●基金の状況

　地方公共団体は、地方自治法の規定により、特定の目的のために資金を積み立てることが出

来る。塩谷町には、全部で13の基金があるが、主な基金の現在の残高は次のとおり。

29年度末現在高増減額前年度末現在高区　　分

1,858,992120,5261,738,466財政調整積立基金

1,074,415228,196846,219庁舎整備基金

378,301114378,187減債基金

271,34350,086221,257国民健康保険財政調整基金

196,70077196,623地域福祉基金

187,5763,124184,452義務教育施設整備基金積立

533,92426,233507,691その他の基金（7基金）

4,501,251428,3564,072,895計

（単位：千円）
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平
成　

年
度
塩
谷
町
一
般
会

29

計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
公
債
費
の
減
少
や
目
的

基
金
積
立
等
、
計
画
的
に
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
と
も
効
率
的

な
予
算
執
行
に
留
意
し
、
将
来

に
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
更
な
る

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ

と
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
生
産
年
齢
人
口
以
下
の
若

い
世
代
の
人
口
減
少
は
、
地
方

行
財
政
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大

き
な
問
題
で
す
。

　

塩
谷
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

け
る
将
来
の
目
標
人
口
達
成
の

た
め
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
着
実
な
実
行
と
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

基
本
方
針
に
沿
っ
た
、
町
の
将

来
を
見
据
え
た
適
切
な
事
業
実

施
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
及
び

持
続
可
能
な
財
政
の
実
現
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
要
望
し
ま
す
。

　

6
議
案
と
も
賛
成
多
数
で
認

定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任

委
員
長
報
告

●年度別による地方債の状況及び実質公債費比率

　塩谷町は、実質公債費比率は5.3％であり、早期健全化基準25％の基準を下回っている。こ

の基準を超えると当該年度末までに「財政健全化計画」を定めなければならない。

　平成28年度で比較した塩谷町の実質公債費比率は、比率の少ない順で県内25市町中12番

目となっている。

＊斎藤定男議長は採決に加わりません。　　＊議案第　号は可否同数の為、議長採決により可決となりました。5
＊手塚礼知議員は欠席

議決結果

君
嶋　

恒
夫

手
塚　

礼
知

君
島　

勝
美

直
井
美
紀
男

橋
本　
　

巖

冨
田　

達
雄

和
氣　

勝
英

福
田　

徳
弥

中
塚　
　

操

大
嶋　

晴
宏

篠
原　
　

操

議案採決の状況
（賛成：○　反対：×）

可決○－○○○○○○○○○
議案第1号～4号・第13号
～18号　追加議案第2号

可決○－○×○○××××○議案第5号

可決○－○○×○○××○○議案第6号

可決○－○○×○○○○○○
議案第7号～12号・陳情第2号
追加議案第1号

可決○－○○○○○×○○○陳情第1号

可決○－○×○○○×○○○陳情第3号・追加発議1～2号

可決×－○○○○○○○○○追加議案第　号3

（単位：千円）

実質公債費
比率（％）

29年度28年度27年度26年度25年度24年度23年度
平成30.3.31
現在人口（人）

市町村名

5.33,8514,1014,3734,6014,8375,0465,38911,459塩谷町

8.43,8904,0424,0964,2104,3774,55811,821市貝町

9.87,6157,7997,3347,2787,4617,82613,258茂木町

4.56,6406,7036,6626,7076,4756,41529,667高根沢町

10.412,19712,33612,26112,05411,80011,79032,966矢板市

7.417,73817,19216,87116,79817,00317,26244,225さくら市

●財政力指数

　地方公共団体の財政力を示す指標で、指数が高いほど財源に余裕があるといえる。指数が１

を超えると地方交付税交付金が支給されない不交付団体となる。

　塩谷町は指数の高い順で県内25市町中22番目となっている。

財政力指数市町村名財政力指数市町村名財政力指数市町村名

0.985宇都宮市0.777高根沢町0.453塩谷町

1.041芳賀町0.683矢板市0.740市貝町

1.006上三川町0.761さくら市0.407茂木町

（単位：千円）

※　栃木県市町村要覧（栃木県地方自治研究会発行）平成26～30年度版より転記

※　塩谷町以外の実質公債費比率は平成28年度のもの

※　栃木県市町村要覧（栃木県地方自治研究会発行）平成30年度版より転記

財政力指数（平成27年～29年度3か年度平均）
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学
校
教
育
課
長　

完
全
に
禁
じ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
法
第
6

条
で
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

橋本いわお 議員

Q.

給
食
費
無
料
化
の
方
向
性
と
具
体
化
急
ぐ
べ
き

A.

教
育
委
員
会
や
保
護
者
等
の
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る

答

憲
法　

条
で
は
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す

26

る
」
を
原
則
と
し
、
学
校
給
食
法
で
は
「
給
食
は

教
育
の
一
環
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
科
省
は
公
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
関
す
る
、

初
め
て
の
全
国
調
査
結
果
を
8
月　

日
に
公
表
し
ま
し

27

た
。
そ
の
結
果
は
、
人
口
規
模
が
小
さ
い
自
治
体
ほ
ど

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
1
万

人
未
満
が
7
割
以
上
を
占
め
、
3
万
人
未
満
で
見
る
と

9
割
以
上
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
給
食
を
教
育
の
一

環
と
し
て
強
く
認
識
す
る
と
同
時
に
、
子
育
て
世
代
の

定
住
化
促
進
の
観
点
か
ら
、
無
料
化
の
具
体
化
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

昨
年
3
月
議
会
の
答
弁
と
重
複
し
ま
す
が
、

給
食
費
無
料
化
の
財
源
が
あ
る
な
ら
教
育
環
境
の

整
備
を
優
先
す
べ
き
と
の
声
が
多
く
、
そ
の
要
望
に

沿
っ
て
、
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
始
め
教
育

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
給
食
法
に
は

「
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
は
、
給
食
を
受
け
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
負
担
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
教
育
委
員
会
や
保
護
者
な
ど
の
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
他
市
町
の
実
施
状
況
を
見
据
え

て
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

問答

給
食
費
無
料
化
の
財
源
を
教
育
環
境
の
整
備
に
充

て
て
、
様
々
な
整
備
実
績
の
答
弁
あ
っ
た
が
、
今

後
予
想
さ
れ
る
具
体
的
な
整
備
計
画
は
何
で
し
ょ
う
か
。

問

ま
た
、
ど
の
程
度
の
予
算
が
必
要
と
試
算
し
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
進
行
中
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
工
事
は
概
ね　

％
完
了
し
、
残
り
が
若
干
あ
り

70

ま
す
。
ま
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
済
ん
で
い
な
い
学
校

が
あ
り
ま
す
が
、
金
額
の
算
出
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
法
で
は
無
料
化
は
で
き
な
い
と
の
答
弁

で
す
が
、
法
の
規
定
は
あ
く
ま
で
も
負
担
の
在
り

方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
補
助
金
に
よ
る
無
償
化
を

禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
現
時
点
に
お
け
る

文
科
省
の
見
解
で
す
。
法
に
従
っ
て
給
食
費
の
無
料
化

は
だ
め
な
の
か
、
は
っ
き
り
文
科
省
に
確
か
め
ま
し
た

か
。

問 答

私
は
一
気
に
無
料
化
を
求
め
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
極
端
な
財
政
負
担
に
な
ら
な
い
、
町
独

自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
半
額

な
い
し
1
/
3
補
助
、
1
食
当
た
り
の
定
額
補
助
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
仮
に
1
食　

円
を
補
助
す
る
と
し
、

30

1
日
8
4
0
食
で
年
間
1
9
8
日
分
給
食
を
提
供
し
た

場
合
、
町
の
負
担
額
は
約
5
0
0
万
円
で
す
。
保
護
者

問

の
負
担
が
年
間
5
9
4
0
円
軽
減
さ
れ
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
選
挙
公
約
の
重
さ
と
憲
法　

条
2
項
の
理
念
に

26

一
歩
で
も
近
づ
け
る
町
長
の
責
任
と
努
力
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

全
国
で
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
全
体
の
4
・
7
％
で
す
か
ら
、
塩
谷
町
が
率
先

し
て
何
と
し
て
も
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

答
内容自治体名

無料

相馬市

金山町

下郷町

川内村

飯舘村

福島県での学校給食無料化等の状況

内容自治体名

半額

補助

桑折町

川俣町

石川町

浅川町

泉崎町

柳津町

三島町

喜多方市

内容自治体名

　割補助6檜枝岐村

　分の　補助3 1平田村

　割補助3塙町

小学61％　中学半額補助矢祭町

小学28円　中学24円補助古殿町

小学28円　中学24円補助鮫川町

小学23円　中学17円補助湯川村

在校　人目以降無料3西郷村

食材（地場産使用）補助只見町※金額は　食当たりの助成額1

一部の自治体では「学校給食法」で給食費は保護者負担と決

められているので助成はできないと拒む事例があるが、同法

が施行された当時の文部事務次官通達（文管543号）には、

自治体などが食材を負担することは禁じない旨を明記してお

り、現在も文科省は同様の回答をしている。



（6）　 しおや議会だより（第96号）

Q.

旧
玉
生
中
跡
地
の
庁
舎
建
設
は
疑
問
に
感
じ
る
が

A.

検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
事
業
を
進
め
る

和氣勝英 議員

庁
舎
検
討
整
備
委
員
会
が
第
7
回
の
会
議
で
、
旧

玉
生
中
学
校
跡
地
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
の
新

聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
荒
川
に
隣
接
す
る
場
所
で

あ
り
疑
問
に
感
じ
ま
す
。
荒
川
は
堀
込
方
式
の
河
川
で

決
壊
の
危
険
が
少
な
い
と
し
た
上
で
、
上
流
に
2
つ
の

ダ
ム
が
あ
る
の
で
流
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
の
降
水
量
の
デ
ー
タ
な
ど

は
、
現
在
の
自
然
災
害
に
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
こ

と
が
、
さ
き
の
西
日
本
豪
雨
で
立
証
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
す
。
な
ぜ
被
害
が
拡
大
し
た
の
か
。
原
因
は
想
定
外

の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
事
を
実

際
に
想
定
し
た
上
で
の
答
申
で
す
か
。

町
長　

塩
谷
町
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
が
検
討
を

進
め
る
中
で
、
旧
玉
生
中
学
校
跡
地
は
一
級
河
川

荒
川
に
隣
接
す
る
こ
と
が
懸
念
材
料
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
ま
し
て
も
、
現
状
で
把
握
で

き
る
荒
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
な
ど
で
取
り
ま
と
め
た

必
要
な
資
料
を
提
示
し
、
十
分
な
検
討
、
議
論
を
実
施

し
て
頂
だ
い
た
と
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
年

八
月
に
発
生
し
た
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る

た
め
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
状
で

想
定
で
き
る
の
は
、
そ
の
時
の
洪
水
と
な
り
ま
す
。
当

時
本
町
で
は
、
堤
防
の
浸
水
等
が
一
部
で
発
生
し
た
も

の
の
、
荒
川
に
よ
る
浸
水
被
害
は
認
め
ら
れ
な
い
状
況

で
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
荒
川
に
お

け
る
洪
水
等
の
経
過
や
、
ダ
ム
の
洪
水
調
整
機
能
及
び

答 問

当
該
地
の

標
高
な
ど

の
資
料
を

基
に
検
討

し
て
い
た

だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

と
思
い
ま
す
。
既
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
柵
を

設
置
し
た
集
落
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
集
落
に
よ
っ
て
は
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
対
策
を
と
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
農
地
の
流
動
化
が
進
み
、
耕
作
者
が
他
地
区

の
人
に
な
り
、
地
権
者
か
ら
手
が
離
れ
て
し
ま
い
、
状

況
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
か
と
思

い
ま
す
。
極
力
、
行
政
の
指
導
を
徹
底
さ
せ
、
農
作
物

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
べ
く
対
策
を
講
じ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
を
設
置
す
る

事
業
を
取
り
入
れ
、
農
作
物
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
な
ど
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
行
政
区
単
位
に
、

事
業
の
導
入
を
促
し
て

い
ま
す
が
、
被
害
や
出

没
を
確
認
し
て
い
て
も

地
域
で
の
合
意
形
成
が

で
き
ず
、
事
業
導
入
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
隣
接
す
る
行

政
区
に
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

な
ど
の
工
夫
も
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

答

野
生
鳥
獣
の
被
害
は
年
を
追
う
ご
と
に
深
刻
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
全
国
で
確
認
さ
れ

て
い
て
、
本
町
と
し
て
も
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

問

旧玉生中学校

野
生
鳥
獣
対
策
の
今
後
の
進
め
方
は

��
隣
接
す
る
行
政
区
が
一
体
と
な
り
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い

��

ワイヤーメッシュ柵



（7）しおや議会だより（第96号）

中塚 操 議員

Q.

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
活
用
は

A.

自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
伴
う
説
明
会
で
活
用
し
て
い
る

現
在
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
最
新
版
だ

と
す
れ
ば
、
避
難
場
所
で
あ
る
塩
谷
中
学
校
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
な
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
町
民
が

見
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。町

長　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、
町
民
が
見

や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
役
場
、
関
係

機
関
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

問

町
長　

近
年
の
各
地
で
の
災
害
を
踏
ま
え
、
共
助

の
大
切
さ
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
2
行
政
区
が
防
災
組

織
を
設
立
し
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
の
性
質
上
、
区

民
合
意
の
う
え
で
設
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
簡
単

に
設
立
で
き
な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答

町
民
に
対
す
る
防
災
・
減
災
の
周
知
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

問 問

第
6
回
の
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
整

備
候
補
地
と
し
て
、
現
塩
谷
町
役
場
、
旧
玉
生
中

学
校
跡
地
、
旧
塩
谷
高
等
学
校
跡
地
の
3
カ
所
が
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
第
7
回
の
委
員
会
で
旧
玉
生
中
学

校
跡
地
に
決
定
さ
れ
る
間
に
、
3
か
所
の
地
盤
調
査
等

は
行
い
ま
し
た
か
。

問

町
長　

ど
こ
も
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
際
に
候
補

地
が
選
定
さ
れ
て
か
ら
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

答

町
民
の
安
全
を
守
る
責
務
が
あ
る
行
政
の
姿
勢
と

し
て
、
危
険
が
危
惧
さ
れ
る
場
所
は
避
け
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

危
険
な
箇
所
に
も
の
を
作
る
と
か
建
て
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
検
討
委
員

会
に
諮
問
し
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
討

委
員
会
の
答
申
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
更
に

検
討
を
加
え
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

問

答

旧塩谷高校

庁
舎
整
備
に
つ
い
て

��
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

��

町
長　

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
想
像
を
絶
す

る
被
害
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
各
行
政
区
を

答

中
心
と
し
た
防
災
の
た
め
の
組
織
化
に
努
め
、
さ
ら
に

減
災
、
防
災
の
た
め
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。



（8）　 しおや議会だより（第96号）

Q.

町
内
の
小
学
校
の
体
力
低
下
問
題
に
つ
い
て

A.

地
域
社
会
一
丸
と
な
り
体
力
向
上
を
図
る
施
策
を
う
つ

福田徳弥 議員

塩
谷
町
の
児
童
の
健
全
な
体
を
育
成
す
る
た
め
に

町
及
び
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を

施
す
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

児
童
が
身
近
な
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
整
備
に
む
け
て
、
地
域
の
教
育
力
、

人
材
を
活
用
し
、
児
童
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

な
が
ら
、
地
域
、
学
校
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
図

り
対
応
し
ま
す
。

答 問

2
0
3
0
年
に
は
町
内
の
児
童
数
が
2
4
0
人
前

後
に
な
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
状
況
で
、
町

の
社
会
教
育
環
境
の
充
実
を
今
か
ら
施
さ
な
い
と
手
遅

れ
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
施
す
の
か
伺
い

ま
す
。

問

町
長　

現
在
の
社
会
教
育
の
環
境
が
時
代
に
適
合

し
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
組
織
の
在
り
方
の

検
討
等
、
早
急
に
予
算
立
て
を
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

答

職
員
に
よ
る
調
査
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
刑
事

告
訴
が
受
理
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

総
務
課
長　

現
在
、
告
訴
の
書
類
を
警
察
と
協
議

し
な
が
ら
作
成
し
て
い
る
最
中
で
す
。

答

現
在
ま
で
の
調
査
報
告
を
聞
く
と
、
町
の
職
務
に

対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
件
の
早
期
解
明
と
再
発
防
止
に
対
し
て
町
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

問

町
長　

今
回
の
事
件
は
私
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ

で
あ
り
謝
罪
し
き
れ
な
い
大
き
な
問
題
で
す
。
今

後
、
再
度
、
全
庁
を
対
象
に
調
査
し
、
再
発
防
止
に
対

し
厳
正
に
臨
み
ま
す
。

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
今
後
の
塩
谷

町
を
担
う
世
代
の
意
見
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問 答

庁
舎
は
今
後
の
町
を
占
う
事
業
で
す
。
庁
舎
を
建

設
し
て
か
ら
町
づ
く
り
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

町
づ
く
り
を
考
え
た
う
え
で
の
庁
舎
で
あ
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

要望

総
務
課
長　

休
養
村
の
使
用
料
金
の
件
は
警
察
に

相
談
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
告
訴
が
受
付
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
他
の
事
件
に
つ
い
て
は
現
在
も
調
査
中
で
す
。

答

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
、
議
会
は
詳
し
い
内
容
を

新
聞
報
道
で
知
り
ま
し
た
が
、
自
然
休
養
村
の
納

付
記
録
と
入
金
記
録
に
3
か
月
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り

ま
す
。
過
去
の
調
査
に
さ
か
の
ぼ
り
、
他
の
職
員
が
不

正
処
理
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

問

総
務
課
長　

総
務
課
の
調
査
の
中
で
は
、
気
付
い

た
職
員
は
い
な
か
っ
た
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

答

現
在
、
自
然
休
養
村
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
刑
事

告
訴
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
件

以
外
に
事
件
は
無
い
の
か
伺
い
ま
す
。

問

2
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
な

い
よ
う
不
退
転
の
覚
悟
で
対
応
す
る

��
公
金
不
正
処
理
に
つ
い
て

��

遊具改修が必要な遊具広遊具改修が必要な遊具広場場

利用者減少が見込まれる運動公利用者減少が見込まれる運動公園園

庁
舎
整
備
準
備
室
長　

計
画
策
定
委
員
会
等
の
機

会
に
若
手
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
す
。

答
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町
長　

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
は
、
原
則
公
開
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
報
道
機
関
が
傍
聴
し
記
事
に

し
た
も
の
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
一
級
河
川
荒

川
の
松
島
橋
下
流
部
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

町
と
し
て
は
、　

月
に
示
さ
れ
る
予
定
の
庁
舎
整
備
検

10

討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
基
本
構
想
案
の
作
成
を
行

い
ま
す
。

Q.

庁
舎
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

A.

委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
基
本
構
想
案
を
作
成
す
る

篠原 操 議員

8
月
4
日
の
下
野
新
聞
に
、
旧
玉
生
中
学
校
跡
地

に
決
定
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
荒
川
沿
い
な
の
で
、

水
害
の
懸
念
が
あ
る
と
の
声
も
一
部
あ
っ
た
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
5
日
に
栃
木
県
は
概
ね
『
1
0
0
0
年
超
に
1

回
』
の
豪
雨
を
想
定
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
旧
玉
生
中
学
校
跡
地
は
、

洪
水
浸
水
想
定
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
庁
舎
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問答

6
月
に
公
表
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
従
来

の
『
1
0
0
年
超
に
1
回
』
の
計
画
規
模
豪
雨
に

代
わ
り
、
想
定
し
う
る
最
大
規
模
豪
雨
を
公
表
し
た
も

の
で
、
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
信
用
し
て
物
事
を
進
め
る
に

は
、
十
分
な
デ
ー
タ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
7
月
か
ら
西
日
本
豪
雨
、
台
風　

号
、
北

21

海
道
地
震
な
ど
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
懸

念
し
て
計
画
を
進
め
な
い
の
は
非
常
に
問
題
で
す
。
2

問

年
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
首
都
圏

直
下
地
震
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
前
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
ま
す
。
耐
震
基
準
を
全
く
満
た
し
て
い
な
い
現

庁
舎
か
ら
早
く
脱
皮
し
て
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能

を
十
分
に
備
え
た
新
庁
舎
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
欲
し
い
の
で
す
が
。

町
長　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、　

年
以
上
検
討

10

し
て
き
ま
し
た
。
町
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
、

十
分
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、

町
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
ま

す
。

答

シ
ャ
ー
プ
栃
木
工
場
生
産
終
了
に
伴

う
町
の
対
応
は

��
新
た
に
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
々
に

寄
り
添
い
対
応
す
る

��
昭
和　

年
か
ら　

年
間
に
わ
た
り
矢
板
市
及
び
周

43

50

辺
市
町
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
の　
12

月
ま
で
に
生
産
を
終
了
す
る
と
い
う
記
事
が
8
月
4
日

の
下
野
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
矢
板
市
で
は
離
職

者
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
の
3
月
時
点
で
従
業
員
数
は
6
6
2
人
で
、
塩
谷

町
在
住
の
方
も
い
る
と
思
う
が
、
町
の
対
応
を
伺
い
ま

す
。

問

町
長　

塩
谷
町
在
住
の
該
当
者
は　

名
で
す
。
人

16

数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
窓
口
は
設
け
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
再
就
職
な
ど
一
体
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

答

実
際
に
は
ま
だ
相
談
者

は
無
い
と
の
事
で
す
が
、

相
談
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
丁
寧
な
対
応
を

希
望
し
ま
す
。

要望

現在の庁舎
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Q.

塩
谷
町
空
家
利
活
用
に
係
る
定
住
促
進
に
つ
い
て

A.

利
用
対
象
は
厳
し
く
制
限
せ
ず
、
多
く
の
方
に
移
住
の
機
運
を

　
 
高
め
た
い

大嶋晴宏 議員

塩
谷
町
の
空
家
利
活
用
事
業
は
、
空
家
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
と
、
お
試
し
居
住
の
所

要
手
続
き
を
進
め
て
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

お
試
し
居
住
は
対
象
を
広
く
、
利
用
可
能
日
は
通
年　
24

時
間
体
制
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

塩
谷
町
移
住
体
験
施
設
の
設
置
管
理
及
び

使
用
料
条
例
案
で
は
、
対
象
は
移
住
を
検
討
し
て

い
る
者
及
び
そ
の
家
族
、
そ
の
他
特
に
町
長
が
必
要
と

認
め
る
者
と
し
て
お
り
、
厳
し
く
制
限
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
と
は
、

可
能
性
の
話
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
本
町
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
い
て
塩
谷
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
い
う
気

運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
利
用
可
能
日

は
、
年
末
年
始
の
休
日
と
町
長
が
必
要
と
認
め
る
日
を

除
く
通
年
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
画
調
整
課
長　

利
用
可
能
日
の
管
理
等
を
他
に
委
託

す
る
予
定
は
な
く
、
休

日
に
は
私
や
担
当
者
が

対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
試
し
居
住
施

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

も
う
一
件
程
度
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

集
団
感
染
に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
、
対
策

研
修
会
を
継
続
的
に
開
催
し
、
手
洗
い
講
習
会
は

実
施
方
法
を
検
討
し
て
広
く
町
民
に
周
知
し
て
い
く
は

ず
だ
が
、
研
修
会
や
講
習
会
開
催
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

問

町
長　

集
団
感
染
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
2
回
に

分
け
て
感
染
症
対
策
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
洗
い
講
習
会
も
同
様
に
2
回
ほ
ど
研
修
会
を

実
施
し
、
町

内
3
小
学
校

で
1
年
生
、

2
年
生
を
対

象
に
手
洗
い

講
習
を
行
い

ま
し
た
。

答

集
団
感
染
に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ

い
て

��

感染病対策研修の様子

昨
年
に
質
問
し
た
際
、
水
道
設
備
事
業
は
新
規
の

敷
設
と
石
綿
管
の
更
新
事
業
を
予
算
バ
ラ
ン
ス
に

よ
り
執
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
昨
年
の
更
新

実
績
等
と
田
所
上
区
及
び
田
所
中
区
内
の
敷
設
予
定
時

期
を
伺
い
ま
す
。

問

町
長　

石
綿
管
は
昨
年
度
に
1
1
1
0
メ
ー
ト
ル

を
鋳
鉄
管
に
更
新
し
、
残
存
す
る
石
綿
管
は　

年
29

度
末
で　

・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
新
規
に
は
1
7

28

7
0
メ
ー
ト
ル
を
敷
設
し
、
田
所
下
区
の
整
備
は
今
年

度
末
に
完
了
見
込
み
で
す
。
田
所
上
区
及
び
田
所
中
区

内
の
敷
設
は
、
昨
年
9
月
議
会
の
質
問
へ
の
答
弁
と
同

様
と
な
り
ま
す
が
、
町

の
財
政
状
況
及
び
水
道

会
計
運
営
状
況
か
ら
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

年
次
整
備
計
画
は
お
示

し
で
き
な
い
こ
と
を
ご

理
解
願
い
ま
す
。

答

田
所
上
区
及
び
田
所
中
区
内
の
町
営

水
道
本
管
敷
設
に
つ
い
て

��
現
時
点
で
は
具
体
的
な
整
備
計
画
を

示
す
こ
と
は
で
き
な
い

��

感
染
症
対
策
研
修
会
、
手
洗
い
講
習

会
、
町
内
3
小
学
校
で
も
手
洗
い
講

習
を
行
っ
た

��
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塩
谷
町
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
候
補
地
対
策
特
別
委
員
会

　

9
月　

日
、
指
定
廃
棄
物
処
分
場
対
策

11

班
長
よ
り
環
境
省
や
県
、
関
係
市
町
の
状

況
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。
環
境
省

は
地
元
新
聞
に
公
告
を
載
せ
、
そ
の
中
で

「
栃
木
の
指
定
廃
棄
物
問
題
を
福
島
の
経

験
か
ら
考
え
る
」「
指
定
廃
棄
物
の
処
理
は

国
が
責
任
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。
」
な
ど
と

書
い
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
約
束
を
反
故

に
し
な
い
限
り
は
、
長
期
管
理
施
設

毅

毅

毅

毅

毅

毅

は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
詳
細
調
査
も
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

議
会
活
性
化
検
討
特
別
委
員
会

一
、
議
会
報
告
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

開
催
の
時
期
、
時
間
、
そ
し
て
テ
ー

マ
、
周
知
方
法
な
ど
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

本
年
度
中
に
町
内
1
ヵ
所
で
座
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
　

来
年
度
か
ら
、
町
内
3
地
区
で
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

二
、
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
　

近
隣
市
町
の
条
例
も
参
考
に
、
塩
谷

町
に
あ
っ
た
制
定
に
向
け
、
今
後
も

検
討
し
ま
す
。

三
、
町
の
実
施
事
業
ご
と
の
事
業
計
画
、

進
捗
状
況
の
説
明
を
要
望
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

継
続
審
査
中
の
「
東
海
第
二
原
発
の
稼

動
延
長
を
認
め
な
い
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
」に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

陳
情
の
趣
旨
は
、
東
海
第
ニ
原
子
力
発
電

所
に
お
い
て
過
酷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
栃
木

県
内
で
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
同
原
子
力
発
電
所
の
運
転
を

認
め
な
い
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書
を
関

係
官
庁
に
対
し
て
送
付
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
由

来
す
る
指
定
廃
棄
物
を
抱
え
る
本
町
と
し

て
は
、
再
び
原
子
力
発
電
所
の
過
酷
事
故

が
起
き
か
ね
な
い
、
四
十
年
を
超
え
る
老

朽
化
し
た
原
子
炉
の
運
転
を
認
め
な
い
と

い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
塩
谷
町
議
会
と
し

て
、「
二
度
と
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
を
表
す

べ
き
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
陳
情
を

採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
審
査
結
果

受
理
番
号

123

受
理
年
月
日

　

年
5
月　

日

30

23

　

年
8
月　

日

30

20

　

年
8
月　

日

30

20

文
書
名

東
海
第
二
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な
い

意
見
書
を
求
め
る
陳
情

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

提
出
者
（
敬
称
略
）

原
発
い
ら
な
い
栃
木
の
会

代
表　

大
木　

一
俊

栃
木
県
保
険
医
協
会

会
長　

長
尾　

月
夫

栃
木
県
保
険
医
協
会

会
長　

長
尾　

月
夫

審
査
結
果

採
択

継
続

採
択

　

二
陳
情
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

陳
情
番
号
2

（
平
成　

年
8
月　

日
受
理
）

30

20

「
難
病
医
療
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書
」
の
審
査

提
出
者　

栃
木
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　

会
長　

長
尾　

月
夫

　

平
成　

年
1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

27

た
新
た
な
難
病
医
療
制
度
に
お
い
て
、
難

病
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
疾
病
が
大

幅
に
拡
大
さ
れ
た
一
方
で
、
自
己
負
担
の

引
き
上
げ
や
認
定
基
準
の
強
化
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
初
、
医
療
費
助
成
を
受
け
る

患
者
が
1
5
0
万
人
と
な
る
予
想
で
し
た

が
、
現
実
的
に
は　

万
人
に
留
ま
っ
た
こ

94

と
を
受
け
て
、
以
前
の
取
り
扱
い
に
戻
す

よ
う
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

新
た
な
制
度
に
よ
り
個
人
負
担
が
増
し

て
い
る
患
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
を

再
度
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

趣
旨
に
は
賛
同
で
き
ま
す
が
、
制
度
改
正

か
ら
あ
ま
り
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
、
患
者
へ
の
影
響
の
検
証
が
必

要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占

め
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

陳
情
番
号
3

（
平
成　

年
8
月　

日
受
理
）

30

20

「
患
者
負
担
を
ふ
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
」
の
審
査

提
出
者　

栃
木
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　

会
長　

長
尾　

月
夫

　

国
が
示
し
た　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

75

療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
の
自
己
負
担
割

合
が
、
段
階
的
に
2
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
を
含
む
医
療
・
国
保
・
介
護
・
年
金
・

生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
全
般
の
制
度

改
革
に
よ
り
、
低
所
得
者
層
へ
の
更
な
る

負
担
増
や
、
受
診
抑
制
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
善
に

つ
い
て
、
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
国
が
示
し
て
い
る
制

度
設
計
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
保
険
医
療

制
度
が
構
築
さ
れ
て
か
ら
の
高
齢
者
層
と

若
年
者
層
の
負
担
割
合
を
比
較
し
て
い
く

と
、
高
齢
者
層
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は

な
く
、
若
年
層
の
負
担
が
増
加
す
る
一
方

と
い
う
結
果
が
あ
り
、
高
齢
者
層
の
段
階

的
負
担
増
も
や
む
を
得
な
い
と
理
解
し
ま

す
が
、
制
度
設
計
の
中
で
は
、
低
所
得
者

層
の
負
担
増
に
つ
い
て
の
対
策
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
趣
旨

に
は
賛
成
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
採
択
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会



（12）　 しおや議会だより（第96号）

募
集
中

　

表
紙
の
写
真
と
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
等

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
平
成　

年
4
月
、
7
月
発
行

30

の
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
（
緯　

－

45

1
1
1
0
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

しおや議会だよりは、

一般質問の動画配信（録画）が始まりました！

で検索してください。ユーチューブ　塩谷町議会

で見られます。

9月議会の一般質問動画の配信期間は、

平成30年10月25日から11月末日までです。

お 知 ら せ 行政情報アプリ

● 
編

集

後

記

　

今
年
も
秋

の
運
動
会
が

終
了
し
、
秋

本
番
を
迎
え
海
や
山
の
幸
が
堪

能
で
き
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
今

年
ほ
ど
自
然
災
害
が
顕
著
に
出

現
し
た
年
は
近
年
な
か
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。
西
日
本
の
豪
雨

が
あ
り
、
た
て
続
け
に
襲
来
し

た
台
風
、
取
り
分
け
二
一
号
は

中
部
地
域
に
多
く
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
北
海

道
の
地
震
、
こ
れ
も
想
定
外
の

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
い
つ
ど
こ

で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
が

自
然
災
害
で
す
。
そ
う
し
た
観

点
か
ら
、
防
災
減
災
の
対
策
は

待
っ
た
な
し
で
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
の
共

有
を
計
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　

委

員

長　
　

冨
田
達
雄

　

副
委
員
長　
　

福
田
徳
弥

　

委　
　

員　
　

篠
原　

操

　

委　
　

員　
　

大
嶋
晴
宏

　

委　
　

員　
　

中
塚　

操

　

委　
　

員　
　

和
氣
勝
英

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　
　

斎
藤
定
男

8
月

9
月

　

月
10

3
日

3
日

　

日
23

　

日
27

　

日
284

～　

日
13

8
日

　

日
16

　

日
19

　

日
25

　

日
264

日

　

日
10

　

日
16

　

日
17

　

～　

日

18

19

　

日
25

　

日
31

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

9
月
定
例
議
会

塩
谷
中
学
校
運
動
会

町
内
小
学
校
運
動
会

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

塩
谷
市
町
村
議
長
会
議

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

塩
谷
広
域
議
会
定
例
会

町
村
議
会
広
報
編
集
研
修
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

県
町
村
議
長
会
正
副
会
議

塩
谷
市
町
村
議
長
会
視
察
研
修

県
町
村
議
会
議
長
会
議

全
員
協
議
会

　

月
11

　

月
12

　

～　

日

14

15

　

日
27

　

日
29

　

日
305

～　

日
13

議
会
視
察
研
修

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

月
定
例
議
会

12

8
月
～　

月
の
主
な
議
会
活
動

10
今
後
の
予
定

   
広
報
研
修
会
に
参
加

　
　

月　

日　

東
京
都
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
サ
ボ
ー 

10

13

　

塩
谷
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
、
よ
り
議

会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
読
み

や
す
い
広
報
紙
の
作
成
を
目
標
に
、
本
年
度
か
ら

紙
面
を
改
良
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
を
活
か
し
て
、
よ
り

良
い
広
報
紙
を
作
成
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
ま
す
。


